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※写真は西口・新幹線ビルの屋上から撮影しました。

新
幹
線
、
私
鉄
な
ど
計
５
路
線
、
１
日

平
均
の
乗
降
客
数
は
約
19
万
人
。

県
西
地
域
を
代
表
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
は
、
ア
ー
ク
ロ
ー
ド（
東
西
自
由
連

絡
通
路
）が
開
通
し
駅
前
広
場
が
整
備

さ
れ
る
な
ど
、
今
後
も
市
民
生
活
と
密

接
に
か
か
わ
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

小
田
原
の
玄
関
「
小
田
原
駅
」
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暮らしの現場から“まちづくり”  を一緒に考えてみませんか

総
合
計
画
は
、
将
来
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
か
、
ま

た
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
・
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
目
指
す「
新
し
い
小
田
原
」の
設
計
図
で
あ
り
、

工
程
表
と
も
い
え
ま
す
。

　

社
会
情
勢
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
を
見
極
め
、
本
市
の
特
性
や

課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
次
の
基
本
姿
勢
に
よ
り
計
画
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
本
格
的
な
市
民
参
画
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
計
画
づ
く
り

■
時
代
や
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
計
画
づ
く
り

■
地
域
資
源
の
力
を
生
か
す
計
画
づ
く
り

■
目
指
す
姿
を
掲
げ
、
達
成
状
況
が
評
価
で
き
る
計
画
づ
く
り

■
効
率
性
・
実
効
性
を
確
保
し
た
計
画
づ
く
り

市民の皆さんと行政が将来の姿を共有し、共に知恵を出し、汗をかきながら“まちづくり”を進めていくため、
平成２３年４月スタートの新たな総合計画について、全面的な市民参画による策定作業を行います。
Y企画政策課　☎３３-１２５５

【
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
】

　

豊
か
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
満
ち
た
小

田
原
の
地
で
、
今
後
の
緩
や
か
な
経
済
成
長
と
人
口
減
少
の
時
代
に

お
い
て
も
、
向
こ
う
50
年
、
１
０
０
年
と
活
力
に
あ
ふ
れ
、
未
来
へ

の
安
心
と
希
望
に
満
ち
、
歩
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
「
持

続
可
能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
の
実
践
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
大
き
な
方
向
性
を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
へ

「
生
活
の
安
全
・
安
心
・
充
実
を
最
優
先
す
る
。」

■
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
を

「
地
場
産
力
と
市
民
力
で
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
。」

■
豊
か
な
生
活
基
盤
の
あ
る
小
田
原
で

「
将
来
世
代
も
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
整
備
す
る
。」

■
市
民
が
主
役
の
小
田
原
に

「
市
民
の
声
と
願
い
を
実
現
す
る
市
政
を
つ
く
る
。」
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暮らしの現場から“まちづくり”  を一緒に考えてみませんか
～全面的な市民参画のもと、本格的に新たな総合計画の策定作業に着手します～

【
市
民
参
画
の
具
体
手
法
】

　

今
年
度
の
市
民
参
画
は
、
大
き
く
、
地
域
と
政
策
分
野
の
２
つ
か

ら
な
り
ま
す
。

●
地
域25

の
自
治
会
連
合
会
の
区
域
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
や
地

域
が
自
主
的
に
行
う
事
業
な
ど
を
含
む
地
域
別
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
順
次
、
検
討
組
織
の
設
置
、
地
域
の
現
状
・
課
題

の
把
握
、
将
来
像
の
検
討
な
ど
を
進
め
、
９
月
を
め
ど
に
地
域
別

計
画
の
試
案
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

●
政
策
分
野

　

無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
、
各
種
市
民
団
体
、
行
政
の
３
者
が

連
携
し
て
、
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
す

る
「
お
だ
わ
ら
Ｔト

Ｒラ

Ｙイ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
公
募
に
よ
る
市
民
参
加
と
は
異
な
り
、
自
ら
手
を

挙
げ
て
市
政
に
参
加
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
「
サ
イ
レ
ン
ト
・

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
と
い
わ
れ
る
か
た
が
た
の
声
を
聴
く
た
め
、
無

作
為
で
抽
出
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
招
待
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

一
定
の
報
酬
を
お
支
払
い
し
、討
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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暮らしの現場から“まちづくり”を
一緒に考えてみませんか

～全面的な市民参画のもと、本格的に新たな総合計画の策定作業に着手します～

【
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
】

　

昨
年
、
新
た
な
総
合
計
画
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」
を
考

え
る
う
え
で
不
可
欠
と
な
る
、
小
田
原
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
や
魅
力
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
識
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
10
〜
20
年
後
の
小
田
原
が
ど
の
よ
う
な
都
市
に
な
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
と
い
う
回
答
が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

※
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
プ
レ
お
だ
わ
ら
Ｔト

ラ
イＲ
Ｙ
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
昨
年
12
月
23
日
に
実
施
）
の
よ
う
す
】

　

参
加
招
待
状
を
お
送
り
し
た
市
民
の
う
ち
、
39
人
の
か
た
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、「
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
は
」、「
ご
み
の
分

別
を
さ
ら
に
進
め
、資
源
を
有
効
活
用
し
よ
う
」な
ど
計
６
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。　

　

行
政
や
各
種
市
民
団
体
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
た
後
、
暮

ら
し
の
視
点
か
ら
の
討
議
が
進
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
70
％
の
か
た
が
、
こ
れ
ま
で
に

市
政
へ
の
参
加
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、95
％
の
か
た
が「
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
て
よ
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
（
23
％
）、
市
政
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
21
％
）、
討
議
テ
ー
マ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
（
17
％
）
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
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定
額
給
付
金
情
報

①
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

Y
企
画
政
策
課　
　
　

■
目
的

　

定
額
給
付
金
は
、
生
活
支
援
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
く
給
付
す
る
こ
と
で

地
域
の
経
済
対
策
に
つ
な
が
る
効
果
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
へ
の
対
応

　

４
月
１
日
か
ら
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業

及
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
に
つ

い
て
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
33
１
４
０
０
）

と
専
用
窓
口（
市
役
所
２
階
）を
開
設
し
ま
す
。

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

＝
定
額
給
付
金　

よ
く
あ
る
質
問
＝

Ｑ
い
つ
ご
ろ
給
付
さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
定
額
給
付
金
は
、
申
請
書
を
お
送
り

い
た
だ
い
て
か
ら
入
金
ま
で
、
１
か

月
程
度
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
４
月
末
か

ら
随
時
、
ご
指
定
い
た
だ
い
た
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

Ｑ
市
か
ら
定
額
給
付
金
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
市
か
ら
給
付
金
に
関
係
し
て
、
口
座

番
号
や
振
り
込
み
な
ど
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
明
な
点
は
郵
送
で
お
問
い
合
わ
せ
し
ま
す
。

不
審
な
電
話
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
月
２
日
以
降
に
市
内
か
ら
引
っ
越

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
申
請
書
は
送

ら
れ
て
き
ま
す
か
？

Ａ
２
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
か
た
へ
の
給
付
は
小
田
原
市

が
行
い
ま
す
。

　

転
出
・
転
居
さ
れ
た
か
た
、
も
し
く
は
さ

れ
る
か
た
は
、
郵
便
局
で
郵
便
物
の
転
送
の

た
め
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

Y
子
育
て
支
援
課　
　
　

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
多
子
世
帯
の

子
育
て
負
担
に
配
慮
し
て
、
就
学
前
３
学
年

（
平
成
14
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
）
の
お
子
さ
ん
が
、

世
帯
内
の
第
２
子
以
降
で
あ
る
場
合
に
、
１

人
当
た
り
３
６
，０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

※
第
２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
か
ど
う
か
の
判

定
は
、
世
帯
内
の
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

の
中
か
ら
年
齢
順
に
第
１
子
、
第
２
子
と

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
定
額
給
付
金
申

請
書
類
と
併
せ
て
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
支

給
に
つ
い
て
も
、
定
額
給
付
金
と
併
せ
て
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
兄

姉
が
、
住
民
基
本
台
帳
上
で
別
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
保
険
証
な
ど
に
お
い
て
同
一
世
帯

に
な
っ
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
学
校
の
寮
に

入
っ
て
い
る
と
き
な
ど
）、扶
養
確
認
に
よ
り
、

手
当
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
市
か
ら
事
前
に

申
請
書
類
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
か
た
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定額給付金の概要

給付対象者

平成２１年２月１日（基準日）に、本市の
①住民基本台帳に記録されているかた
②外国人登録原票に登録されているかたのうち、
「日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離
脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定
める特別永住者及び「出入国管理及び難民認
定法」に定める在留資格を有して在留するかた

申請（受給）者 世帯の世帯主

給付額
給付対象者一人につき、１万２千円
ただし、基準日において６５歳以上のかた及び１８
歳以下のかたについては、一人につき２万円

給付までの流れ

定額給付金の給付までの流れ
①３月末～４月上旬に市から申請（受給）者のかた
に、申請に必要な書類を送付
②申請（受給）者のかたは、申請書に必要事項を
ご記入の上、指定された口座の通帳の写しな
どとともに、同封されている返信用封筒に入れ、
郵送により給付を申請

③市は、受領した申請書の確認・審査を行い、給
付決定がされた申請（受給）者のかたから指定さ
れた口座に４月末～５月上旬より順次、給付金
を振り込み
④支払い方法は口座振込が原則です。現金によ
る交付は、振込による給付が困難な場合に限ら
れます

申請期限 給付申請受付開始日から６か月間

Y
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
33
１
４
０
０
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ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
す

ズームイン

新たな斎場を
広域施設として整備
～平成２５年度の供用開始を
　目指します～

Y県西地域広域斎場建設協議会事務局
（環境政策課内）
　☎３３-１４２２

　

現
在
の
市
斎
場
は
昭
和
46
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
、
供
用
開
始
か
ら
37
年
が
経

過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
火
葬
件
数
の
増
加
に
対

応
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
喫
緊
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

周
辺
市
町
の
住
民
に
も
広
く
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
西
地
域
の
広
域
施

設
と
し
て
建
て
替
え
る
方
向
で
検
討
を
開

始
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
特
に
利
用

の
多
い
２
市
５
町
（
小
田
原
市
、
南
足
柄

市
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
、

箱
根
町
）
に
よ
り
『
県
西
地
域
広
域
斎
場

建
設
協
議
会
』
を
設
立
し
ま
し
た
。
整
備

に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
建
設
候
補
地
の
区
域
の
選
定

と
、
事
業
手
法
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
斎
場
は
、
現
在
の
斎
場
と
そ
の

北
側
に
隣
接
す
る
南
足
柄
市
三
竹
地
区
の

土
地
を
合
わ
せ
た
約
４
万
７
千
㎡
の
敷
地

地
域
の
中
に
は
介
護
や
看
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
か
た
、
仕

事
を
し
な
が
ら
子
育
て
に
励
ん
で
い
る
か
た

な
ど
、
社
会
的
に
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と

す
る
か
た
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
そ
れ
ら
の
皆
さ
ん
を
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す

る
た
め
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

社
会
的
に
何
ら
か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
か
た

が
た
を
、
地
域
が
し
っ
か
り
と
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Y
福
祉
政
策
課　

☎
33
１
８
６
１　

6
33
１
８
４
９

新
た
な
地
域
福
祉
支
援
体
制
を
目
指
し
て

に
建
設
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
三

竹
地
区
の
土
地
に
新
た
な
斎
場
を
建
て
、

完
成
後
は
現
在
の
斎
場
を
解
体
し
、
そ
の

敷
地
を
駐
車
場
と
し
て
一
体
的
に
活
用
す

る
予
定
で
す
。

　

火
葬
炉
数
を
現
在
の
６
炉
か
ら
10
炉
に

増
や
す
ほ
か
、
待
合
室
な
ど
の
充
実
、
十

分
な
台
数
の
駐
車
場
の
確
保
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入

　
　

　

事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
の

資
金
や
経
営
能
力
、
技
術
力
な
ど
を
活
用

し
、
公
共
施
設
の
設
計
・
建
設
か
ら
維
持

管
理
・
運
営
ま
で
を
一
括
し
て
行
う
「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
」
と
い
う
手
法
を
導
入
し
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
な
斎
場
に
求
め
ら
れ
る
機

能
や
水
準
な
ど
を
検
討
し
、
民
間
企
業
か

ら
の
提
案
を
受
け
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
を
選

定
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
た
な
斎
場
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

　
　

　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
斎
場
と
し
て
の

格
調
の
高
さ
と
利
便
性
を
備
え
る
と
と
も

に
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
い
っ
た
最
新
の
技

術
の
導
入
に
よ
り
機
能
面
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
遺
族
間
の
交
錯
を
減
ら
し
利
用

者
の
心
情
に
配
慮
す
る
な
ど
、
別
れ
の
場
に

ふ
さ
わ
し
い
、
厳
粛
さ
と
優
し
さ
を
併
せ
持

つ
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
福
祉
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
地
域
情
報
が
共
有
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
地
域
の
住
民
・
事
業

者
・
行
政
が
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
、
支
え
合
い
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
具
体
的
に

検
討
し
ま
す
。

募集 ケアタウン構想検討委員会
市民委員

学識経験者や各関係団体代表のほか、幅広
く意見をいただくため委員として参加していただ
けるかたを募集します。

対象　平成21年４月１日現在で市内在住・在
勤・在学の18歳以上のかた３人

※そのうち１人は、義務教育就学前の児童を
お持ちの保護者のかたを募集します。

任期　委嘱した日から平成22年３月31日まで

会議開催回数　６回を予定

謝礼　１回の会議参加につき３,０００円

選考　応募動機により選考。
結果は申込者全員に通知します。

申込　４月24日Fまで（必着）に、公共施設
にある応募様式に必要事項（応募動
機は８００字以内）を記入し直接、郵送
またはファクスで。市ホームページから
も申し込みできます。

※応募書類は返却しません。



7

平
成
20
年
度
３
月
補
正
予
算
の
概
要

Y
財
政
課　

☎
33
１
３
１
２

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
46
億
２
，９
９
６
万
５
千
円
追
加
）

■
競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
２
億
３
，３
２
０
万
７
千
円
追
加
）

■
天
守
閣
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
１
，２
３
６
万
５
千
円
追
加
）

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
８
，９
６
０
万
３
千
円
追
加
）

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
７
億
１
，０
９
２
万
９
千
円
追
加
）

■
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　
（
３
３
３
万
２
千
円
追
加
）

■
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　
（
80
万
９
千
円
追
加
）

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
２
億
２
，０
０
３
万
５
千
円
追
加
）

■
宿
泊
等
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
48
万
９
千
円
減
額
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　
（
１
，１
１
７
万
２
千
円
追
加
）

■
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
２
億
２
，０
０
０
万
円
追
加
）

　

こ
の
結
果
、
全
会
計
の
予
算
額
は
、
１
，

４
２
０
億
７
，２
２
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

●
職
員
給
与
費
の
増
額

　

普
通
退
職
者
の
増
に
よ
り
、
不
足
が
見
込

ま
れ
る
退
職
手
当
の
ほ
か
、
職
員
給
与
費

を
増
額
し
ま
し
た
。

●
定
額
給
付
金
給
付
費
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
給
付
費
の
計
上

　

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
定
額
給
付
金
と
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付
費
を
計
上
し

ま
し
た
。

●
保
育
所
運
営
費
等
の
増
額

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
保
育
所
運
営
費
、
小

児
医
療
助
成
費
、
生
活
保
護
費
な
ど
を
増

額
し
ま
し
た
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
費
補
助
金
の
増
額

　

設
置
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
不
足
の
見
込

ま
れ
る
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

●
都
市
公
園
遊
具
等
整
備
事
業
費
の
計
上

　

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
国
庫
補
助
金
を
活

用
し
、
公
園
施
設
の
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
寄
附
者
一
覧
」
の
と
お
り
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ご
意
思

を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
各
基
金
に
積
み
立
て

ま
し
た
。

【
寄
附
者
一
覧
】（
敬
称
略
）

◆
財
政
調
整
基
金
寄
附
金

　
（
合
計
３
，０
０
０
万
円
）

　

△
㈶
小
田
原
市
公
益
事
業
協
会

◆
ふ
る
さ
と
文
化
基
金
寄
附
金

　
（
合
計
１
，０
８
１
万
７
，７
７
０
円
）

△
小
田
原
シ
ル
ビ
ア
ン

△
さ
が
み
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
協
力
会

△
㈶
小
田
原
市
公
益
事
業
協
会

△
ざ
る
菊
園　

鈴
木
三
郎

△
匿
名
１
件

◆
防
災
対
策
基
金
寄
附
金

　
（
合
計
14
万
３
，７
９
９
円
）

△
市
内
の
金
融
機
関
等
に
設
置
さ
れ
て
い

る
募
金
箱
分

◆
社
会
福
祉
基
金
寄
附
金

　
（
合
計
１
０
１
万
８
，９
６
２
円
）

△
小
田
原
陶
芸
同
好
会

△
裏
千
家
淡
交
会
小
田
原
支
部

△
水
曜
ク
ラ
ブ

△
故　

内
田
四
郎　

遺
族

△
㈶
小
原
流
小
田
原
支
部

△
本
門
仏
立
宗
法
正
寺

△
全
印
刷
局
労
働
組
合
小
田
原
支
部

△
小
田
原
女
流
美
術
会

△
㈳
小
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

△
北
村
俊
一

△
匿
名
３
件

◆
ふ
る
さ
と
み
ど
り
基
金
寄
附
金

　
（
合
計
１
，０
０
９
万
５
，６
５
３
円
）

△
㈶
小
田
原
市
公
益
事
業
協
会

△
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
商
業
部
会

◆
小
田
原
城
施
設
整
備
基
金
寄
附
金

　
（
合
計
１
万
円
）

　

△
匿
名
１
件
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平
成
平
成
2121
〜〜
2323
年
度
の

年
度
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

市
区
町
村
で
は
、
介
護
保
険
事
業
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め

に
、
３
年
ご
と
に
高
齢
化
の
進
み
具
合
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
量
の
増
加
を
考
慮
し
て
、
事
業
計
画
と
保
険
料
の
見
直
し

を
し
ま
す
。

本
市
の
平
成
21
〜
23
年
度
（
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
）
の
65
歳
以
上
の
か
た
の
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Y
高
齢
介
護
課　

☎
33
１
８
７
２

所得段階 対象者 保険料
料率 年額（月額）

第１段階 生活保護受給者など 基準額
×０.５０

２１,１８０円
（１,７６５円）

第２段階
世帯全員が市町村民税非課税者で、本人の
年金収入と合計所得金額の合計額が８０万
円以下

基準額
×０.５０

２１,１８０円
（１,７６５円）

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税者で、本人の
年金収入と合計所得金額の合計額が８０万
円超

基準額
×０.７５

３１,７７０円
（２,６４８円）

第４段階

本人が市町
村民税非課税
（世帯に課税
者がいる）

本人の年金収入と合計所得
金額の合計額が８０万円以下

基準額
×０.８３

３５,１５０円
（２,９２９円）

本人の年金収入と合計所得
金額の合計額が８０万円超

基準額
×１.００

４２,３６０円
（３,５３０円）

第５段階 本人が市町村民税課税者で、合計所得金額
が１２５万円未満

基準額
×１.１６

４９,１３０円
（４,０９４円）

第６段階 本人が市町村民税課税者で、合計所得金額
が２００万円未満

基準額
×１.２５

５２,９５０円
（４,４１３円）

第７段階 本人が市町村民税課税者で、合計所得金額
が４００万円未満

基準額
×１.５０

６３,５４０円
（５,２９５円）

第８段階 本人が市町村民税課税者で、合計所得金額
が４００万円以上

基準額
×１.７５

７４,１３０円
（６,１７８円）

健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

平
成
21
年
度
（
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
）
の
各
保
険
料
に
つ
い
て
、

制
度
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
保
険
課　

☎
33
１
８
３
４
・
１
８
４
３

★
国
民
健
康
保
険
料

【
4
月
】

　

平
成
20
年
度
の
市
県
民
税
額
、
固
定
資
産
税
額
や
保

険
料
率
に
よ
っ
て
仮
の
年
間
保
険
料
を
計
算
し
、
仮
算

定
通
知
書
及
び
仮
徴
収
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３
か
月
は
仮
算
定
に
よ
る
保

険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
７
月
】

　

平
成
21
年
度
の
市
県
民
税
額
、
固
定
資
産
税
額
や
保

険
料
率
に
よ
っ
て
正
式
な
年
間
保
険
料
を
決
定
し
、
保

険
料
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

７
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
は
、
正
式
な
年
間
保

険
料
額
か
ら
仮
算
定
分
の
保
険
料
の
額
を
差
し
引
き
、

９
か
月
に
割
り
振
っ
た
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

※
仮
算
定
は
、
４
月
１
日
現
在
の
資
格
で
保
険
料
を
計

算
す
る
た
め
、
そ
の
後
に
加
入
な
ど
の
資
格
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
通
知
書
は
７
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
月
で
満
65
歳
に
な
る
か
た
の
介
護
分
保
険

料
は
、
誕
生
月
の
前
月
分
（
誕
生
月
が
各
月
１
日
の
か

た
は
前
々
月
分
）ま
で
を
１
年
間
に
割
り
振
っ
て
い
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
月
で
満
75
歳
に
な
る
か
た
の
保
険
料
は
、

誕
生
月
の
前
月
分
ま
で
を
１
年
間
に
割
り
振
っ
て
い
ま
す
。

満
75
歳
に
な
っ
て
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
な
く

な
る
場
合
に
は
、
誕
生
月
ま
で
に
割
り
振
っ
て
い
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
4
月
】

　

新
た
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
が
始
ま

る
か
た
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
仮
の

年
間
保
険
料
を
計
算
し
、
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
及
び

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
７
月
】

➡

４
月
に
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。

※
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
年
金
天
引
き
で
す
が
、
口

座
振
替
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
年
金
の
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の
か
た
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
計
し
た
額
が
年
金

の
額
の
２
分
の
１
を
超
え
て
し
ま
う
か
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
っ
て
か
ら
一
定
の
期
間
が
過
ぎ

て
い
な
い
か
た
は
、
年
金
天
引
き
で
は
な
く
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
）
と
な
り
ま
す
。

※
普
通
徴
収
の
か
た
は
、
正
式
な
年
間
保
険
料
が
決
定
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文　加藤憲一

　市政の柱として「いのちを大切にする小田原へ」
を掲げる私にとって、「教育」はとりわけ重要なも
のです。豊かな地域資源を活かした小田原ならで
はの教育環境の充実は、近未来の小田原を担う
人づくりを確かなものにするだけでなく、「子育てす
るなら小田原」と考える子育て世代の定住を促す
上でも、まさに小田原の浮沈がかかる取り組みです。
　この間、小中学校の校長先生たちとの懇談や、
幼稚園・保育園の訪問などを重ね、それぞれの現
場において克服すべき課題の把握に努めています。
不登校やいじめの問題、支援が必要な子どもの増
加など、喫緊かつ適
切な対応が求められ
る様々な課題がある
訳ですが、話を聞く
につけ、これからの
教育政策を組み立て
る上での基本的かつ
根源的なテーマとして、
人としての基礎を築く乳幼児および小学校低学年
における成育環境の大切さを改めて実感しています。
　周囲からの十分な愛情による安心の中、よく食
べ、よく遊び、よく眠り、よく関わり、そしてよく学ぶ。
幼い時期における十分な経験を土台に、その子が
持って生まれた能力に応じ、健やかに伸びやかに
育っていく。これが基本かつ理想でありますが、子
どもを取り巻く今日的状況の中で、それが十分に
実現されていないというのが、多くの現実であろう
かと思います。身近な遊び場の不足、核家族化
による子育ての知恵の不足など保護者の不安の増
大、経済情勢を反映し共働き家庭が増えたことによ
る園児数の増加および低年齢化、結果としての待
機児童の増加、自治体の財政難に由来する教育・
保育現場の職員配置や施設面の問題…。
　そういった現実に対し、もちろん行政として取り組
むべきことはたくさんあります。４月より実施をさせて
頂く小学校２年生への少人数学級拡大、学習サ
ポートスタッフの増員などは、その基礎的な取り組
みです。今後は、幼稚園や保育園の現場に対す
る様々な取り組みにも着手していきたいと考えていま
す。一方、家庭の中のこと、親子の関係のことな
どは、行政では手の届きにくい領域です。行政と
しては、教育や保育の現場で子どもたちを預かりな
がら、保護者の皆さんとのコミュニケーションに十分
に心を配り、家庭・地域・学校や園がしっかり手を
携えてゆくことが必要だと考えています。幼いいの
ちが、その可能性を思い切り花開かせ、健やかに
育つことのできる小田原を目指しましょう。

健やかな育ちの環境を～至誠・市政～

■
今
回
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

❶
所
得
段
階
の
多
段
階
化　

６
段
階 ➡

 

８
段
階

　

第
３
期
に
お
け
る
税
制
改
正
に
伴
う
激
変
緩
和
措
置
が
平
成
20
年

度
に
終
了
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
所
得
と
負
担
能
力
に

応
じ
た
よ
り
き
め
細
か
い
保
険
料
設
定
と
し
ま
し
た
。

❷
保
険
料
の
引
き
下
げ

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
増
加
や
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
る
保
険
料
の
上

昇
を
基
金
積
立
金
（
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
い
で
残
っ
た
保
険
料
を
積
み
立

て
た
も
の
）の
取
り
崩
し
や
国
の
交
付
金
に
よ
っ
て
引
き
下
げ
し
ま
し
た
。

（
例
）
第
４
段
階　

３
，６
０
０
円➡

３
，５
３
０
円

■
み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
い
に
必
要
な
金
額
（
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

90
％
）
の
う
ち
、
20
％
を
65
歳
以
上
の
か
た
の
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま

す
（
50
％
は
税
金
、
30
％
は
40
〜
64
歳
の
人
の
保
険
料
で
す
）。

※
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
時
に
自

己
負
担
額
割
合
の
増
加
な
ど
の
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
正
式
な
年
間
保
険
料

を
決
定
し
、
保
険
料
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

※
平
成
20
年
度
か
ら
引
き
続
き
年
金
天
引
き
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
か
た
は
、平
成
21
年
４
・
６
・
８
月

の
納
付
額
は
、２
月
の
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
の
で
、➡

★
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

【
4
月
】

　

平
成
19
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
仮
の
年
間
保
険
料
を

計
算
し
、
仮
算
定
通
知
書
及
び
仮
徴
収
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
７
月
】

　

平
成
20
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
正
式
な
年
間
保
険
料

を
決
定
し
、
保
険
料
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

※
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
年
金
天
引
き
で
す
が
、
年

金
の
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の
か
た
、
65
歳
に
な
っ
て

か
ら
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
な
い
か
た
は
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
）
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
19
年
中
の
所
得
と
平
成
20
年
中
の
所
得
に
差
が

あ
り
、
保
険
料
額
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
年
金
天
引
き

が
中
止
と
な
り
、
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
年
金
天
引
き
の
か
た
は
、普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

す
る
７
月
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
１
年
間
の
保
険
料
を
７
月
か
ら
３
月
ま
で
の

９
か
月
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
中
の
所
得
と
平
成
20
年
中
の
所
得
に
差
が

あ
り
、
保
険
料
額
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
年
金
天
引
き

が
中
止
と
な
り
、
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

わくわく子どもフェスタでスタッフの皆さん
と科学実験を見つめる加藤市長（左）
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おだわら
情報

おだわら
情報

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

市
役
所
の

組
織
・
機
構
が
変
わ
り
ま
す

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
５
５

これまでの課・担当 新しい課・担当

行政経営室 企画部　行政改革推進課
（行政経営室は廃止）

地域政策課
地域政策担当・市民協働担当

地域政策課
地域政策担当
（担当を統合）

文化交流課
城下町ホール建設推進担当

文化交流課
市民ホール建設推進担当
（名称変更）

教育委員会　学校教育部
　　教育政策課
　　　教育政策担当・施設担当
　　学校教育課
　　　学事担当・指導担当
　　学校保健課
　　　保健担当・給食担当

　　［教育研究所］

教育委員会　学校教育部（再編）
　教育総務課
　　総務担当・施設担当
　学校教育課
　　学事担当・教職員担当・
　　保健担当・給食担当
　教育指導課
　　 指導担当・相談担当

　　    ［教育研究所］

防
災
行
政
用
無
線
の
放
送
内
容
が
増
え
ま
す

本
市
で
は
４
月
１
日
よ
り
、
緊
急
を
要
す
る
情
報
を
国
が
国
民
に
周
知
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

Y
防
災
対
策
課　

☎
33
１
８
５
５

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
刻
を
争
う
気
象
情
報
や
武
力
攻
撃

情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
を
経
由
し
て
受
信
し

防
災
行
政
用
無
線
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。

　

緊
急
情
報
の
放
送
は
、
チ
ャ
イ
ム
や
サ
イ
レ
ン
な
ど
の
警

報
音
の
後
に
、
音
声
で
流
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
津
波
情
報
や
地
震
情
報
に
つ
い
て
は
放
送
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
も
含
め
、
本
シ
ス
テ
ム

で
放
送
す
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
大
津
波
警
報　
　

②
津
波
警
報

③
津
波
注
意
報　
　

④
噴
火
警
報

【
お
わ
び
と
訂
正
】

広
報
お
だ
わ
ら
３
月
１
日
号
表
紙
「
白
秋
童
謡
の
散
歩
道
」
の
記
事
中
、

正
し
く
は
「
詩
人
・
北
原
白
秋
は
小
田
原
で
８
年
に
わ
た
り
、
全
童
謡

約
１
，２
０
０
編
の
半
数
を
つ
く
り
ま
し
た
」
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

※
新
し
い
課
な
ど
の
電
話
番
号
は
、
広
報
お
だ
わ
ら
４
月
15

日
号
「
市
役
所
電
話
帳
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
緊
急
地
震
速
報
（
震
度
５
弱
以
上
）

⑥
震
度
速
報
（
震
度
５
弱
以
上
）　　

⑦
東
海
地
震
予
知
情
報

⑧
東
海
地
震
注
意
情
報　
　

⑨
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

⑩
航
空
攻
撃
情
報　
　

⑪
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

⑫
大
規
模
テ
ロ
情
報

※
「
緊
急
地
震
速
報
」
に
つ
い
て
は
、
震
源
地
に
近
い
地
域

で
は
、
防
災
行
政
用
無
線
の
放
送
が
強
い
揺
れ
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
緊
急
情
報
の
う
ち
、
⑤
・
⑨
・
⑩
・
⑪
・
⑫
に
つ
い
て
誤

報
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
は
誤
報
の
旨
の

放
送
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
と
勤
労
者
の
生
活
を
支
援
し
ま
す

〜
第
３
次
緊
急
経
済
対
策
を
実
施
〜

中
小
企
業
経
営
安
定
緊
急
資
金
融
資
の
創
設
と
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
の
利
率
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
ま
す
。

Y
産
業
政
策
課　

☎
33
１
５
５
５

　

終
わ
り
の
見
え
な
い
経
済
不
況
の
中
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
市
の
融
資
制
度
を
拡
充
し
て
「
中
小
企
業
経
営
安
定
緊
急
資

金
融
資
」
を
創
設
し
ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
国
が
行
っ
て
い
る
原

材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
の
対
象
と
な
る
中
小
企

業
者
の
か
た
が
た
を
対
象
に
、
平
成
21
年
度
末
ま
で
の
期
間
限
定

で
、
従
来
の
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
と
は
別
枠
で
貸
付
利
率

を
さ
ら
に
低
利
に
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
貸
付
条
件
は
、﹇
資

金
使
途
﹈
設
備
資
金
及
び
運
転
資
金
、﹇
融
資
限
度
額
﹈２
，０
０

０
万
円
、﹇
融
資
期
間
﹈７
年
、﹇
貸
付
利
率
﹈
1.4
％
で
す
。
取
り

扱
い
は
、
横
浜
銀
行
、
静
岡
銀
行
、ス
ル
ガ
銀
行
、
静
岡
中
央
銀
行
、

さ
が
み
信
用
金
庫
、
中
南
信
用
金
庫
、
小
田
原
第
一
信
用
組
合
の

市
内
の
７
金
融
機
関
で
行
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
窓
口
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
勤
労
者
の
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
る
た
め
、
中
央
労
働
金
庫
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
「
勤
労
者

生
活
資
金
融
資
」
に
つ
い
て
も
、
４
月
１
日
か
ら
、
資
金
の
使
途

が
賃
金
の
遅
配
等
と
教
育
費
の
場
合
は
、
貸
付
利
率
が
下
が
り
ま

す
。詳
し
く
は
中
央
労
働
金
庫
各
支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　教育政策課
　　　教育政策担当・施設担当
　　学校教育課
　　　学事担当・指導担当
　　学校保健課
　　　保健担当・給食担当

　　［教育研究所］
　　 指導担当・相談担当

　　    ［教育研究所］
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完
成
し
ま
し
た

里
山
散
策
道
「
明
星
登
山
道
・

奥
和
留
沢
み
は
ら
し
コ
ー
ス
」

Y
・
申
込　

農
政
課　

☎
33
１
４
９
２

　

県
内
で
初
め
て
選
定
さ
れ
た
「
里
地
里
山
」
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
久
野
の
和
留
沢

地
域
で
整
備
を
進
め
て
い
た
里
山
散
策
道
「
明
星
登
山
道
・

奥
和
留
沢
み
は
ら
し
コ
ー
ス
」。

　

久
野
地
域
の
か
た
か
ら
な
る
「
里
地
里
山
勉
強
会
」
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
準
備
作
業
も
終
了

し
、
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
開
通
記
念
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

散
策
道
は
和
留
沢
公
民
館
先
を
起
点
に
、
森
林
の
中
を
通

行
し
な
が
ら
、
箱
根
と
明
神
・
明
星
ヶ
岳
、
そ
し
て
南
足
柄

を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
な
が
り
、
小
田
原
の
ま
ち

を
一
望
で
き
ま
す
。

　

う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
、
里
山
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
18
日
G
８
時
30
分
〜

場
所　

和
留
沢
公
民
館
（
集
合
）

申
込　

４
月
15
日
D
ま
で
に
、
電
話
で
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
変
わ
り
ま
す

省
令
改
正
に
よ
り
、４
月
20
日
発
行
の
住
基
カ
ー
ド
か
ら
新
た
な
偽
変
造
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
カ
ー
ド
に
変
わ
り
ま
す
。

Y
市
民
窓
口
課　

☎
33
１
３
８
６

●
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
時
に
、住
基
カ
ー
ド
の
券
面
事
項（
氏

名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
顔
写
真
・
有
効
期
限
）

が
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
ま
す
。

●
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
券
面
事
項
が
記
録
さ
れ
て
い
る
住
基
カ
ー

ド
で
あ
る
こ
と
を
示
す
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
白
と
黒
の
パ
タ
ー

ン
コ
ー
ド
）
が
住
基
カ
ー
ド
に
印
刷
さ
れ
ま
す
。

●
住
基
カ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
示
す
全
国
共
通
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
印
刷
さ
れ
ま
す
（
７
月
下
旬
以
降
）。

※
４
月
19
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド
は
、
有
効
期

限
内
は
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
様
式
の
住
基
カ
ー
ド
に
変
更
さ
れ
る
と
き
は
、

新
た
に
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。▲老欅荘前に立つ松永耳庵

設
立
50
周
年

松
永
記
念
館
と
耳
庵
・
松
永
安
左
ヱ
門

郷
土
文
化
館
で
は
今
秋
、
松
永
耳
庵
が
松
永
記
念
館
を
設
立

し
て
50
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、
松
永
記
念
館
で
特
別

展
を
開
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
耳
庵
の
人
物
像
や
松
永
記
念
館

に
つ
い
て
連
載
（
８
回
）
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

　

松
永
耳
庵
（
本
名
：
安
左
ヱ
門
）
が
、
板
橋
の
自
宅
敷
地

内
の
老ろ

う

欅き
ょ

荘
か
ら
見
下
ろ
し
た
場
所
に
、
松
永
記
念
館
を
設

立
し
た
の
は
昭
和
34
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
の
建
物
は
、
外
観
や

内
装
に
木
材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
今
日
で
も
緑
豊
か
な

邸
内
に
静
か
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　

敗
戦
直
後
、
耳
庵
は
、
も
は
や
戦
前
の
よ
う
に
金
持
ち
が

骨
董と

う

や
名
茶
器
を
集
め
て
大
茶
会
を
開
く
よ
う
な
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

昭
和
21
年
に
板
橋
に
移
り
住
む
と
、
集
め
た
茶
器
・
美
術

品
な
ど
は
、
住
ん
で
い
た
柳
瀬
山
荘
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
と

一
緒
に
国
立
博
物
館
に
寄
附
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
に
こ
の
寄
附
を
後
悔
し
ま
す
。
そ
れ
は
寄
附

品
の
ほ
と
ん
ど
が
収
蔵
庫
に
収
納
さ
れ
た
ま
ま
、
日
の
目
を

見
な
い
ば
か
り
か
、
展
示
ケ
ー
ス
に
置
か
れ
た
茶
器
は
、
茶

会
で
使
わ
れ
て
い
る
と
き
の
よ
う
な
茶
器
本
来
の
美
し
さ
を

失
っ
て
い
る
よ
う
に
、
耳
庵
に
は
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

耳
庵
は
、
茶
器
・
美
術
品
を
蒐

し
ゅ
う

集
・
管
理
し
な
が
ら
、
茶

席
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
、
松
永
記
念
館
を
設
立
し

ま
し
た
。
併
せ
て
茶
会
な
ど
を
催
し
て
、
文
化
人
た
ち
が
集

ま
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
と
、
親
し
い
人
た
ち
に

夢
を
語
る
の
で
し
た
。

※
耳
庵
ゆ
か
り
の
品
や
情
報
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
、

郷
土
文
化
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
テ
レ

ビ
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
利
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
や

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機

を
接
続
す
れ
ば
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
は
、
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。
現
在
、
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
ア
ナ
ロ
グ
放

送
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
原
則
と

し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
調
整
や
交
換
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

　

ア
ン
テ
ナ
線
を
つ
な
ぎ
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
基
本
設
定
終
了
後
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定

を
し
て
く
だ
さ
い
（「
自
動
設
定
」
の
メ

ニ
ュ
ー
が
ほ
ぼ
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
）。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備
は
お
早
め
に

現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
は
国
の
施
策
に
よ
り
、
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、一
般
的
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備
と
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
広
報
広
聴
室　

☎
33
１
２
６
３

【地上デジタル放送に関するご相談】
●地 上 デ ジタ ル 放 送 の 一 般 的 な 相 談／総務省地上デジタルコールセンター　         ☎０５７０-０７-０１０１
●共聴施設での地上デジタル放送受信の相談／㈳日本ＣＡＴＶ技術協会　                       ☎０１２０-７７-４６７３
●ケーブルテレビでの地上デジタル放送受信の相談／㈳日本ケーブルテレビ連盟お客様相談窓口　☎０３-３４９０-３８３０

このほか、複数の原因による場合もあり、ご自宅の状況次第でそれぞれに対応が異なり
ます。詳しくは、お近くの電機店または下記までお問い合わせください。

映
ら
な
い
場
合
の
対
処
方
法

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
映
ら
な
い
場
合
、

主
に
次
の
よ
う
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

地上デジタル
対応テレビや
チューナーが
正しく接続さ
れていない。
また、基本設
定が正しい状
態ではない。

アンテナが地
上デジタル放
送に不対応、
または老朽化
で電波が受信
できない。

アンテナでは
電波を受信し
ているのに、
テレビなどま
で電波が届か
ない。

アンテナで受
信している電
波が比較的弱
い。

地形や建物な
どが原因で電
波自体が受信
できない。

①
テレビの
問題

⑤
アンテナに
電波が
届かない

④
受信電波が
弱い

③
配線の
問題

②
アンテナの
問題

テレビなどの
接続方法や基
本設定の見直
し

アンテナの
交換

家屋内のテレ
ビ配線の交換
（工事を伴う
場合がありま
す）

ブースターの
設置やアンテ
ナの設置方法
（高さ、向き、
位置など）の
見直し

共聴アンテナ
の設置やケー
ブルテレビへ
の加入
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ま
も
な
く
始
ま
る
「
裁
判
員
制
度
」。
市
民
の
皆
さ
ん

が
持
つ
日
常
感
覚
や
常
識
を
裁
判
に
反
映
し
、
司
法
に
対

す
る
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
を
図
る
た
め
の
場

が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
同
大
学
法
学

部
は
法
の
本
質
や
役
割
を
理
解
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
た
め
の
法
制
度
な
ど
を
追
求
し

て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
将
来
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度
と
法
律
の

関
係
性
を
学
ん
で
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
や
介
護
保

険
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
上
の
諸
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
法

と
結
び
つ
い
て
い
て
、
私
た
ち
現
役
世
代
が
直
面
し
て
い
る

年
金
の
問
題
も
同
じ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る

老
後
、
生
き
が
い
を
持
て
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と

は
だ
れ
も
が
望
む
こ
と
。
こ
う
し
た
福
祉
方
面
に
か
か
わ
る

進
路
を
目
指
し
、
身
近
な
周
囲
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」（
永
井
瞳
美
さ
ん
、
扇
町
在
住
）

　
「
地
元
・
仙
台
か
ら
小
田
原
に
来
て
３
年
が
経
ち
ま
し

た
。
法
制
度
自
体
の
起
源
で
あ
る
ロ
ー
マ
法
、
犯
罪
を
犯

し
た
者
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に
、
証
拠
が
不
十
分
で
相
手

が
無
罪
に
な
っ
た
と
き
（
あ
る
い
は
、
な
る
と
考
え
ら
れ
る

と
き
）
に
、被
害
者
が
犯
罪
者
に
対
し
て
申
し
込
ん
だ
「
決

闘
裁
判
」。こ
れ
ら
は
、現
代
の〝
代
理
人
〞〝
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
〞

へ
と
つ
な
が
る
裁
判
制
度
の
基
礎
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
「
西
洋
法
制
史
」
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
見
つ

め
続
け
て
い
き
ま
す
」（
西
村
英
奈
さ
ん
、
荻
窪
在
住
）

　

と
も
に
サ
ー
ク
ル
『
小
田
原
推
進
委
員
会
』
に
所
属
。

「
小
田
原
北
條
五
代
祭
り
を
は
じ
め
、
小
田
原
ち
ょ
う
ち

ん
夏
ま
つ
り
や
み
な
と
ま
つ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
母
校
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
〝
地
域
活
動
の
大

切
さ
〞
を
分
か
ち
合
え
た
ら
何
よ
り
で
す
ね
。
そ
の
報
告

を
母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
今
日
の
法
学
部
』と
い
う
コ
ー
ナ
ー

に
書
き
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」。
春
の
陽
気
を
思
わ
せ
る
優
し
い
笑
顔
が

印
象
的
な
２
人
で
し
た
。

関
東
学
院
大
学

法
学
部

みなぎる可能性、描く夢、
そして、奏でる未来。
このコーナーでは、
若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。（左から）永井さん、西村さん

保護者が、地域が守る　未来の大切な“いのち”

保護者の皆さん、地域のかたがたが
主体となり、子どもたちを交通事故か
ら守りましょう。
Y暮らし安全課　☎３３-１８５１

交通安全教室
マスコットの
カッピーだよ！

【期間】
４月６日i～１５日kの１０日間

４月１０日は
「交通事故死ゼロを目指す日」です！

【スローガン】
「安全は　心と時間の　ゆとりから」
「新入学児童・園児を交通事故から守ろう」

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

４
月
は
、
新
入
学
児
童
・
園
児
が
通
学
や
通

園
を
始
め
る
季
節
で
す
が
、
こ
の
子
ど
も
た
ち

の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

　

自
動
車
な
ど
を
運
転
す
る
か
た
は
、
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
気
配
り
・
目
配
り
を
確
実
に
行

い
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
保
護
者
（
お
と
な
）
の
み
な
さ
ん
へ

①
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
路
を
点
検
！

②
飛
び
出
し
を
し
な
い
よ
う
指
導
を
徹
底

③
車
の
直
前
直
後
横
断
の
危
険
性
を
理
解
さ
せ
る

④
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
理
解
し
、
模
範
行
動

を
実
践
！

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

①
生
活
道
路
で
は
特
に
警
戒
！

②
駐
停
車
車
両
の
陰
に
目
配
り
！

③
横
断
歩
道
周
辺
に
も
目
配
り
！

■
お
子
さ
ん
た
ち
へ

☆
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
の
お
や
く
そ
く

ど
う
ろ
を
わ
た
る
と
き
は
、

と
ま
っ
て

て
を
あ
げ

み
ぎ
み
る　

ひ
だ
り
み
る　

み
ぎ
み
る

　
〝
こ
う
つ
う
じ
こ
〞
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
!!

み
ぎ
み
る

み
ぎ
み
る

ひ
だ
り
み
る

み
ぎ
み
る

と
ま
っ
て

て
を
あ
げ

春の全国交通安全運動が
はじまります

昨年１１月の滄浪祭（文化祭）で行われた「模擬裁判」のようす



　

小
田
原
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
た
「
少
年
少

女
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ル
ー
ズ
〜
き
ら
め

き
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
〜
」
が
今
年
も
出

航
し
ま
す
。

　

大
自
然
と
触
れ
合
い
、
す
て
き
な

体
験
と
楽
し
い
想
い
出
を
作
る
と
と

も
に
、「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
に
乗
る
本

研
修
だ
け
で
な
く
、
事
前
・
事
後
研

修
、
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
へ
の
参
加
な

ど
、
１
年
を
通
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

多
く
の
出
会
い
と
た
く
さ
ん
の
友

達
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
６
年
か
ら
行
っ
て
き
た
「
少

年
少
女
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ル
ー
ズ
〜
き

ら
め
き
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
〜
」
も
今
年

で
16
回
目
。

　

参
加
者
も
７
，５
０
０
人
を
超
え
、

学
校
世
代
、
期
を
超
え
た
交
流
が
続

き
ま
す
。
今
年
も
同
窓
会
や
見
送
り

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

さあ、ともに乗り込もう！ 夢と希望を乗せた「にっぽん丸へ」！
募集 参加者
◆シンドバッド第１６期生（小学５・６年生）
１年を通した活動に積極的に参加できるシ
ンドバッドを募集します。
対象　市内在住・在学の５２４人
申込　４月２０日b～５月７日eまで（消印

有効）に、申し込み用はがきで。
※募集要項と申し込み用はがきは、４月中
旬に各学校で配ります。

※市ホームページからも申し込みできます。

◆オーシャンクルーズ・サポーター（高校生）
１年を通して、シンドバッド（小学生）のまと
め役となるサポーターを募集します。
対象　市内在住・在学の２５人程度
申込　４月１日d～10日fまでに電話で。
※平日の８：３０～１７：１５、土・日曜日を除
きます。
面接　４月１８日g

◆サムライシンドバッド（中・高校生）
５月３日-に行われる「第45回小田原北
條五代祭り」に、三代・北條氏康隊として
参加できるサムライシンドバッドを募集し
ます。
対象　市内在住・在学の25人程度
申込　４月１日d～１７日fまでに電話で。
※先着順。平日の８：３０～１７：１５、土・日
曜日を除きます。

第１６回

少年少女オーシャンクルーズ
【今年の本研修】

８月２２日n～２４日i

◆ナプキン教室
テーブルマナーを楽しく体験す
る方法として、ナプキンを折って
王冠などを作りました。
みんなで、できあがった王冠を
かぶって、ハイ・チーズ！

◆プール
にっぽん丸の中には、プールも
あります！？やっぱり暑い日には最
高です。

◆星座教室
昨年は、少し雲がかかっていて、
満天の星空ではなかったですが、
「夏の大三角形」がはっきりと見
えた瞬間は、歓声が揚がりました。

◆船上運動会（キャッチｄｅジュウゴス）
「キャッチｄｅジュウゴス」は大き
な布を使い、水の入った風船を
後ろへパスするゲーム。
真夏の暑い日、みんなでびしょび
しょになりながら、大いに盛り上
がりました。

昨年の本研修では、こんなことがあったよ！

◆Ｔシャツサイン会
オーシャン記念Ｔシャツにお互い
メッセージを書き合いました。
一生の宝物になったね！

◆団長への質問コーナー
加藤団長（市長）に質問をしたり、
記念写真を撮りました。最後は
ハイタッチもしました。

◆デッキランチ
にっぽん丸では、豪華な食事が
たくさん出ますが、中でも船の
デッキで食べるバイキング式の
食事は格別。一番人気は、暑い
夏に欠かせないアイスです。

◆瀬戸大橋通過
　２日目の昼ころ、瀬戸大橋の下を
通過。海から見ると、最高です。

14

Y・申込　青少年課　☎３３-１７３１
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米
作
り
〜
み
ん
な
で
収
穫
の
喜
び
を
〜

　

豊
川
学
区
に
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
っ

て
い
ま
す
が
、
農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
子
は
わ
ず

か
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
、
土
に
触
れ
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
働
く
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
、
５
年
生
の
総
合
学
習
で
米
作
り
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
は
、
地
域
の
か
た
が
貸
し
て
く
れ
て
、
水
の

管
理
や
消
毒
な
ど
の
世
話
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

田
植
え
は
５
月
で
す
。
初
め
て
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ

た
時
は
、
冷
た
く
ぬ
る
ぬ
る
し
た
土
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
、
土
の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
一
生
懸

命
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
明
け
に
は
、
豊
作
を

願
っ
て
か
か
し
を
立
て
ま
し
た
。

10
月
、
収
穫
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。
鎌か

ま

で
刈
り
取
り
、
麻

ひ
も
で
結
ん
で
、
竿さ

お

に
干
し
ま
す
。
初
め
て
持
つ
鎌
を
恐
る

恐
る
動
か
し
、
一
束
一
束
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
す
。
頑
張
っ

て
働
い
た
子
ど
も
た
ち
の
額
に
は
、
汗
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

１
７
０
キ
ロ
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
12
月
、
待
ち
に
待
っ
た
餅も

ち

つ
き
で
す
。
朝
早
く
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
か
た
が
、

大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
重
い
杵き

ね

を
振
り
上
げ

て
、
ふ
ら
ふ
ら
と
よ
ろ
め
き
な
が
ら
餅
を
つ
く
子
。

熱
い
餅
に
戸
惑
い
な
が
ら
手
返
し
を
す
る
子
。
餡あ

ん

、

き
な
こ
、
し
ょ
う
ゆ
で
味
つ
け
を
す
る
子
。
み
ん
な

楽
し
そ
う
で
す
。
自
分
た
ち
で
食
べ
る
だ
け
で
は
な

く
、
全
校
の
み
ん
な
に
も
配
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
か
た
に
も
一
緒
に

食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
毎
日
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
へ
も
届
け
ま
す
。

「
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
気
持
ち
で
、

子
ど
も
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

育
て
て
き
た
米
が
、
も
ち
米
料
理
、
餅
つ
き
、
わ

ら
じ
作
り
な
ど
の
活
動
に
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の

つ
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
か
た
の
支
え
が

あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

米
作
り
〜
み
ん
な
で
収
穫
の
喜
び
を
〜

　

豊
川
学
区
に
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
っ

て
い
ま
す
が
、
農
作
業
を
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
子
は
わ
ず

か
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
、
土
に
触
れ
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
働
く
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
、
５
年
生
の
総
合
学
習
で
米
作
り
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
田
ん
ぼ
は
、
地
域
の
か
た
が
貸
し
て
く
れ
て
、
水
の

管
理
や
消
毒
な
ど
の
世
話
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

田
植
え
は
５
月
で
す
。
初
め
て
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ

た
時
は
、
冷
た
く
ぬ
る
ぬ
る
し
た
土
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
、
土
の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
一
生
懸

命
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
明
け
に
は
、
豊
作
を

願
っ
て
か
か
し
を
立
て
ま
し
た
。

ひ
も
で
結
ん
で
、

豊川小学校
（児童数：５４４人）

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育総務課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

齋
さい

藤
とう

優
ゆ

衣
い

さん
（６年生）

私は、米作りの中で田植えが心に残っていま
す。初めは土がドロドロしていて気持ちが悪
かったけれど、慣れてくると土の感触が気持
ちよくなってきました。でも、大変だったこ
ともあります。ずっと腰をかがめていなけれ
ばならなかったことや、苗をていねいに植え
ていくことです。ていねいに植えないと植え
たはずの苗が浮いてきてしまいます。
「田植えは、大変だろう」と思っていました
が、予想以上に大変なことが分かりました。
ボランティアの皆さんや保護者のかたに助
けてもらい、無事終わってよかったです。

森
もり

 すみれさん
（６年生）

私たちは、総合学習で育てた米で餅つきを
しました。前々日に２３うす分の米を量りま
した。前日には一人２升ずつ、米をとぎまし
た。２升もの米をとぐのは、とても大変でし
た。当日は、かまど、つき手、返し手、味つ
けの４つの仕事がありました。
つき手は、きねが重くてうすをたたきそうに
なったけれど楽しかったです。返し手は、も
ちが熱くてあまり返せませんでした。みんな
が力を合わせてついたもちを体育館で食べ
ました。頑張って育てた米からできたもち
は、とってもおいしかったです。

ニュース
　

下
府
中
小
学
校
で
は

平
成
20
年
度
、
ガ
ラ
ス
パ

ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
防

災
ガ
ラ
ス
寄
贈
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

全
国
10
校
の
小
中
学
校
に
よ
り
競
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
を
得
て
、

防
災
ガ
ラ
ス
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

防
災
ガ
ラ
ス
は
、
ガ
ラ
ス
の
間
に
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
中
間
膜
を
挟
ん
だ
も
の
で
、
地
震
の
揺
れ
や
物
が

ぶ
つ
か
っ
て
も
割
れ
落
ち
に
く
く
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
に

よ
る
ケ
ガ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
学
び
、
生
活

す
る
学
校
施
設
の
耐

震
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
た
め
、
今
回
の

寄
贈
は
何
よ
り
の
贈

り
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
ガ
ラ
ス
パ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
…
旭
硝
子
㈱
が
展

開
す
る
社
会
貢
献
活
動
で
、
ガ
ラ
ス
の
持
つ
機
能
と
性

能
が
、
防
災
対
策
や
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
役
立
つ

こ
と
を
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
も
ら
い
、
安
心
・
安
全

な
社
会
づ
く
り
や
環
境
保
護
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う

と
い
う
も
の
で
す
。

よ
り
安
心
・
安
全
な

学
校
づ
く
り
を

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

〜
下
府
中
小
へ
防
災
ガ
ラ
ス
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
〜

Y
教
育
総
務
課　

☎
33
１
６
７
１

寄贈式で、市川公一旭硝子㈱日本事業
部長へ感謝状を贈る加藤市長



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，５
１
８
人  

７
７
，４
０
３
世
帯

毎
月
1
日
発
行

No.984

発
行
●
小
田
原
市　

_

２
５
０-

８
５
５
５ 

小
田
原
市
荻
窪
３
０
０
番
地　

市
役
所
総
合
案
内 

☎
０
４
６
５ 

33 

１
３
０
２

編
集
●
広
報
広
聴
室 

☎
０
４
６
５ 

33 

１
２
６
１
・
6
０
４
６
５ 

32 

４
６
４
０　
　

ⓒ
小
田
原
市
２
０
０
９
・
４

そ
う
に
し
み
じ
み
と
お
話
し
さ
れ
ま
す
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
10
ｍ
間
隔
で
30
本
、
約

３
０
０
ｍ
に
わ
た
り
、鮮
や
か
な
〝
桜
並
木
〞

を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
足
元
に
咲
く
菜
の
花
と
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
。

こ
れ
も
ま
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
青
年
会
議

所
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
咲
か
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

　

色
と
り
ど
り
の
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
道
行
く
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
こ
の
石
像
も
、
こ
の
場
所
な
ら
で
は
の

も
の
。
花
咲
か
じ
い
さ
ん
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

製
作
し
ま
し
た
。
そ
の
童
謡
の
歌
詞
が
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
想
い
と
と
も
に
、
刻
ま

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

ま
た
、
周
辺
を
流
れ
る
用
水
路
に
は
野
生

の
メ
ダ
カ
を
は
じ
め
、
デ
ン
ジ
ソ
ウ
や
マ
ル

タ
ニ
シ
な
ど
も
生
息
。
こ
う
し
た
希
少
の
生

物
た
ち
の
保
全
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
ら
、
川
面
に
は
食
物
草
と
し
て
知
ら

れ
る
ク
レ
ソ
ン
の
姿
も
見
え
る
で
し
ょ
。
こ

れ
か
ら
も
〝
き
れ
い
な
水
〞
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

自
然
環
境
を
見
詰
め
続
け
る
〝
地
域
力
〞。

　

地
元
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
が
、
小

田
原
の
原
風
景
を
守
り
、
は
ぐ
く
ん
で
い
る

の
で
す
。

人
が
、
地
域
が
〝
は
ぐ
く
む
〞

　

桑
原
の
桜
土
手
。

　

酒
匂
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
遠
く
に
富
士

山
や
丹
沢
山
系
も
望
め
る
の
ど
か
な
田
園
風

景
に
囲
ま
れ
た
こ
の
土
地
に
、
地
域
の
新
し

い
力
が
息
吹
き
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
お
よ

そ
23
年
前
で
す
。

　
「
昭
和
61
年
、酒
匂
川
の
控
え
土
手
で
あ
っ

た
こ
の
場
所
に
、
新
し
い
自
然
の
恵
み
を
と

思
い
、
自
治
会
や
老
人
会
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
植
え
ま
し
た
」

　

付
近
に
お
住
ま
い
で
、
せ
ん
て
い
士
の
沖

津
昭
治
さ
ん
は
、『
ふ
じ
み
の
櫻
植
樹
記
念

碑
』
と
書
か
れ
た
石
碑
の
傍
ら
で
、
懐
か
し

４
月
１
日
の
消
防
情
報
指
令
シ
ス
テ
ム

本
稼
働
に
伴
い
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
り
ま
す
。

●
災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

☎
０
１
８
０
‐
９
９
４
‐
９
４
９

聴
覚
障
害
な
ど
音
声
に
よ
る
通
報
が
困

難
な
か
た
は
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
を
利

用
し
て
の
１
１
９
番
通
報
も
可
能
で
す
。

●
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

6
１
１
９

●
メ
ー
ル
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

　
（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

予　

防　

課　
　

6
49
２
５
９
２

　

障
害
福
祉
課　
　

6
33
１
３
１
７

災害情報
テレフォンサービスなどが
さらに便利に

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
つ
な
が
る
安

心
ダ
イ
ヤ
ル
。
24
時
間
ご
案
内
し
ま
す
。

●
地
域
医
療
連
携
室

　

☎
47
０
８
３
３
（
平
日
の
昼
間
）

●
救
急
病
院
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
49
０
１
１
９
（
休
日
・
夜
間
）

災
害
情
報
や
気
象
状
況
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
災
害
情
報
案
内
サ
ー
ビ
ス

下
記
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
。

※「
消
防
情
報
指
令
シ
ス
テ
ム
」
の
詳

細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【災害情報案内】http://www8.ocn.ne. jp/̃odawara/saigai/
【気 象 状 況】http://www8.ocn.ne. jp/̃odawara/weather/index.htm

「
新
し
い
小
田
原
」「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

何
よ
り
も
大
切
な
市
民
の
皆
さ
ん
の
〝
力
〞。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
連
載
】


